
深層学習、強化学習、ファジィ推論、進化型計算手法
などソフトコンピューティングの基礎理論の発展及び
工学的応用に関する研究を行っております。
略歴 所属学会など

1992年まで中国機械工業省北京研究所にて企業
管理情報システムの開発を従事。その後、山口大
学にて博士号を取得し、人工知能に関する研究を
現在まで続く。2021年日本工業大学に着任。
2008: マンチェスター大学Academic Visitor
2020: 東京大学客員研究員
受賞：IFMIA2019, ICBDR2019, ICIARE2022,
ICIARE2023 

米国電気電子学会（IEEE)
電子情報通信学会
計測自動制御学会
電気学会

人工知能（AI）に関する研究
心を読むAI
顔の表情を自動的に識別する研究は既に高精度の
識別結果を得ていますが、何せ人間の感情（ここ
ろ）は極めて繊細で複雑なものです。顔のみでな
く、しぐさや、周囲の背景から人間の心を推測す
る未来のAIを開発しています。これまで「喜怒哀
楽」など７つの表情の識別ができていますが、
「泣いている顔ですが、嬉しい涙ですよ」と推論
できるレベルAIの開発を進めています。

時系列予測
過去のデータを用いて、将来の値を予測する研究は従来から行われ

ていますが、より正確に「未来を予言する」ことは、永遠なテーマだ
と思います。全知全能の「ラプラスの魔物」は存在しないかもしれま
せんが、数学的モデルによって自然・経済・金融など領域の課題を解
決する可能性が十分あります。2014年発表した深層学習による時系列
予測に関する論文の被引用数は601回に至りました(Google Scholar)。

主要な論文発表
1) T. Kuremoto, et al.: Mental task recognition
using EEG signal and deep learning methods, 
Stress Brain and Behavior, 2019
2) T. Kuremoto, et al.: Time series forecasting
using a deep belief network with restricted
Boltzmann, Neurocomputing, 2014
3) 呉本, 他：ニューロファジィ型強化学習システム
を用いた群行動の獲得, 電気学会論文誌C, 2013

科研費などのプロジェクト
1) 2006-2008科研費：「情動の評価・誘因と動的記憶
の融合による大脳辺縁系の数理モデル及びその応用」
2) 2014-2017科研費：「マルチモーダルインタフェー
スを備えた知能発達型知的システムとその応用」
3) 2014, 2017: 日本学術振興会 ひらめき☆ときめきサ
イエンス 「人工知能を実現してみよう」
4) 2022-2025科研費：「機械学習を用いた古琴譜の識
別及びAIによる自動打譜の試み」など
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・トヨタ産業技術記念館20周年プロジェクションマッピング（主催：トヨタグループ17社）
・甦れVR太陽の塔プロジェクト（日テレイマジナリウムアワード「審査員奨励賞」受賞）
・日本コロムビアMVプロジェクト 平山カンタロウ：「ゆら、ゆら、ゆら」ＭＶ制作
・埼玉県庁MVビデオ制作：「ニュー咲きほこれ埼玉」みんなで踊ろう！埼玉愛を届けよう♡

テレビ番組や映像制作現場で培った経験を活かして、
映像とテクノロジーを組み合わせた新たな投影技術の
開発とデジタルコンテンツを制作しています。
略歴 学会・外部委員会

2009年までの23年間、静岡放送報道部、映像
制作会社でディレクター・プロデュサーとし勤
務。ニュースや情報番組、映像コンテンツの制
作に従事。愛知工科大学、桜美林大学を経て日
本工業大学情報メディア工学科の教授に着任。
クリエイターの経験を活かして映像やプロジェ
クションマッピングの技術開発、コンテンツを
中心とした研究に着手している。博士（美術）

バーチャルリアリティ学会
芸術科学会（評議員）
日本デザイン学会
相模原市文化振興審議委員
会委員（副会長）
蒲郡市民病院特定認定再生
医療等委員会委員

プロジェクションマッピング技術開発・映像
①自由曲面立体物へのプロジェクションマッピング技術開発

プロジェクションマッピングのなかでも、人体のように自由
曲面で構成された立体物への正確な投影は非常に困難です。
制作者を支援するために、テレビ番組や映像制作の現場で
培った経験を活かして、誰でも簡単にリアルなプロジェク
ションマッピングができる新たな技術の開発を行っています。
科研費）23K11729、20K12536、26350025

②外部企業との映像・コンテンツ制作プロジェクト

これまでに制作した映像やコンテンツは、プロジェクションマッピング、
CM、VR、ミュージックビデオ、ドラマ、動画、ゲーム、Vtuber、スマ
フォケース、ロゴマークなど、多岐のコンテンツ分野に渡ります。また
制作物に加えて新聞、テレビ等マスメディアでの報道実績も50件以上あ
り、広報効果も期待できます。

科研費などの外部資金

主な共同研究の事例

映像・メディアデザイン
プロジェクションマッピング
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1)2023-2025科研費：設営と保守を自動化する360度プロジェクションマッピングシステムの開発
2)2020-2023科研費：どこから見てもフォトリアルな次世代プロジェクションマッピングシステムの開発
3)2017 – 2022科研費：映像デザイン学の構築に向けたプロジェクションマッピングの事例調査と統計解析
4)外部資金：高解像度および高フレームレートを用いた次世代映像表現技術の研究開発


